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付着器

茎

枝

ふ

くき

葉
は

えだ

ちゃく き

幼胚発芽体
幼体

卵
らん

ようはつ

よう

精子
せい し

はいが たい

たい

藻体が枯れ
新しい葉や枝が
茎から生じる

は

しょう

か

えだ

たいそう

あたら

くき

受 精
じゅ せい

オスの生殖器床
せいしょく き しょう

メスの生殖器床
せいしょく き しょう

葉の付け根から伸びる
は つ ね の冬

ふゆ

秋
あき

春
はる

夏
なつ

気胞
き ほう

ホンダワラホンダワラ類類
る いる い

 

～海
うみ

の多
た

様
よう

性
せい

をつくる～

第
だい4回

かい

ホンダワラは褐
かっそう

藻という茶
ちゃいろ

色い海
かいそう

藻の仲
なか

間
ま

です

（ 1 ）。ホンダワラは世
せ

界
かい

でおよそ360 種
しゅ

が

知
し

られ、海
かいそう

藻の中
なか

で最
もっと

も種
しゅ

類
るい

の多
おお

いグループです。

日
に

本
ほん

では北
ほっ

海
かい

道
どう

から沖
おき

縄
なわ

までの広
ひろ

い範
はん

囲
い

に60種
しゅ

 

以
い

上
じょう

が分
ぶん

布
ぷ

しています。皆
みな

さんが食
た

べているヒジキも 

ホンダワラの仲
なか

間
ま

です。最
さい

近
きん

ではアカモクも各
かく

地
ち

で 

利
り

用
よう

され、食
しょく

用
よう

としての注
ちゅう

目
もく

も高
たか

まっています。 

ホンダワラの名
な

前
まえ

は、～モクと最
さい

後
ご

に“モク”が付
つ

く 

ものが多
おお

く、日
に

本
ほん

では昔
むかし

から水
すい

中
ちゅう

の植
しょく

物
ぶつ

全
ぜん

般
ぱん

を“モク” 

と呼
よ

びます。名
な

前
まえ

にモクが付
つ

くホンダワラは、それ

だけ人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

に身
み

近
ぢか

であったことがわかります。

ホンダワラの形
かたち

はワカメやコンブと違
ちが

い、葉
は

や枝
えだ

 

などの形
かたち

がはっきりしていて陸
りく

上
じょう

の植
しょく

物
ぶつ

にとても 

よく似
に

ています（ 1 ）。また気
き

胞
ほう

と呼
よ

ばれる空
くう

気
き

の 

入
はい

った風
ふう

船
せん

のような器
き

官
かん

が付
つ

いているのも大
おお

きな

特
とく

徴
ちょう

です。しかし陸
りく

上
じょう

の植
しょく

物
ぶつ

の根
ね

・茎
くき

・葉
は

のような

機
き

能
のう

的
てき

な役
やく

割
わり

分
ぶん

担
たん

はありません。根
ね

に見
み

える付
ふ

着
ちゃく

器
き

は海
かい

底
てい

の岩
いわ

にくっつく役
やく

割
わり

があり、必
ひつ

要
よう

な栄
えい

養
よう

は

葉
は

や枝
えだ

などの体
からだ

全
ぜん

体
たい

で海
うみ

から吸
きゅう

収
しゅう

します。

多
おお

くのホンダワラにはメスとオスがあり、春
はる

に 

なると葉
は

の付
つ

け根
ね

から生
せい

殖
しょく

器
き

床
しょう

と呼
よ

ばれるメス・オス 

それぞれの生
せい

殖
しょく

器
き

官
かん

が伸
の

びてきます。メスからは

卵
らん

が、オスからは精
せい

子
し

が放
ほう

出
しゅつ

され、受
じゅ

精
せい

すると幼
よう

胚
はい

から発
はつ

芽
が

体
たい

となりホンダワラの赤
あか

ちゃんになります。 

夏
なつ

の暑
あつ

い時
じ

期
き

は幼
よう

体
たい

と呼ばれる小
ちい

さな体
からだ

で過
す

ごし、 

水
すい

温
おん

が下
さ

がり始
はじ

める秋
あき

から急
きゅう

速
そく

に成
せい

長
ちょう

します。 

また春
はる

を過
す

ぎると、葉
は

や枝
えだ

は1年
ねん

で枯
か

れてしまうの

ですが、付
ふ

着
ちゃく

器
き

や茎
くき

からは年
とし

を越
こ

えて、次
つぎ

の春
はる

に

向
む

けた新
あら

たな葉
は

や枝
えだ

が再
ふたた

び伸
の

びてきます（ 1 ）。

このように何
なん

度
ど

も年
とし

を越
こ

えて、多
おお

くのホンダワラは

1　�海
かい

中
ちゅう

のホンダワラ 
（ノコギリモク）

1　ホンダワラの形
かたち

と成
せい

長
ちょう

の様
よう

子
す

海
か い

藻
そ う

シリーズ



あんじいの
 ワンポイント
   アドバイス

5年
ねん

ほどの寿
じゅ

命
みょう

があると言
い

われています。

ホンダワラなどの大
おお

形
がた

の海
かい

藻
そう

が集
あつ

まって生
は

えている 

場
ば

所
しょ

を藻
も

場
ば

と呼
よ

び、海
うみ

の森
もり

ともいわれます（ 2）。

藻
も

場
ば

は二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

し酸
さん

素
そ

を作
つく

ります。そして 

小
ちい

さな甲
こう

殻
かく

類
るい

の仲
なか

間
ま

がホンダワラの葉
は

を隠
かく

れ家
が

と 

してすみ、それを餌
えさ

とする魚
さかな

が集
あつ

まり、またその魚
さかな

を 

餌
えさ

とする大
おお

きな魚
さかな

が来
き

ます。このようにホンダワ

ラが作
つく

る藻
も

場
ば

はたくさんの生
い

きものが集
あつ

まり、海
うみ

の 

多
た

様
よう

性
せい

をつくり出
だ

す場
ば

となります（ 3 ）。

ホンダワラはその形
かたち

の多
た

様
よう

さに驚
おどろ

かされます。 

葉
は

や空
くう

気
き

の入
はい

った気
き

胞
ほう

も、まん丸
まる

のものから細
ほそ

長
なが

い 

ものもあります（ 2 ）。リボンのようにねじれた 

枝
えだ

をもつものもいます（ 4）。今
こん

度
ど

海
うみ

に行
い

ったら、

海
かい

岸
がん

沿
ぞ

いを探
さが

してみてください。ぷかぷかと海
かい

面
めん

を 

漂
ただよ

ってやってきたホンダワラが打
う

ち上
あ

がっている 

かもしれません。丸
まる

い風
ふう

船
せん

の

ような気
き

胞
ほう

が目
め

印
じるし

です。

2　�ホンダワラが作
つく

る海
うみ

の森
もり

 
（アカモク）
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2　ホンダワラの葉
は

や気
き

胞
ほう

の形
かたち

3　�ホンダワラの森
もり

に集
あつ

まる 
魚
さかな

たち
4　�リボンのようにねじれた枝

えだ

 
（ヒラネジモク）

島
しま

袋
ぶくろ

 寛
ひろ

盛
もり

　ホンダワラも陸
りく

上
じょう

の植
しょく

物
ぶつ

と同
おな

じように光
こう

合
ごう

成
せい

を行
おこな

うためには

太
たい

陽
よう

の光
ひかり

が必
ひつ

要
よう

なのじゃ。海
うみ

の中
なか

で気
き

胞
ほう

（ ）の浮
ふ

力
りょく

※を使
つか

って

体
からだ

を立
た

ち上
あ

げることで、よりたくさんの太
たい

陽
よう

の光
ひかり

を浴
あ

びることが 

できるぞ。また気
き

胞
ほう

があることで、ちぎれた枝
えだ

は“流
なが

れ藻
も

”として 

海
かい

面
めん

を浮
う

いて旅
たび

をするんじゃ。沖
おき

縄
なわ

県
けん

の海
かい

藻
そう

が千
ち

葉
ば

県
けん

の海
かい

岸
がん

に

打
う

ち上
あ

がることもあるぞ。
※浮

ふ

力
りょく

：水
すい

中
ちゅう

などで上
うえ

へ押
お

し上
あ

げようとする力
ちから

あんじい：ありとあらゆることを知
し

っているナゾのさかな仙
せんにん

人です

風
ふう

船
せん

のように空
くう

気
き

が入
はい

った気
き

胞
ほう

なぜ空
くう

気
き

の玉
たま

（気
き

胞
ほう

）が付
つ

いているの？
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までハガキを送

おく

ってね。＜聞
き

きたいことの 
内
ないよう

容＞、＜学
がくねん

年＞、＜住
じゅうしょ

所＞、＜名
な

前
まえ

＞を忘
わす

れず 
に書

か

いてね。ふっくんが「なんでもコーナー」で 
お答

こた

えします。
海
かい

中
ちゅう

のホンダワラ類
るい

年
とし

取
と

り魚
ざかな

って知
し

っていますか？ 

大
おお

みそ日
か

に新
しん

年
ねん

を迎
むか

えるにあたって食
た

べる 

魚
さかな

のことです。

年
とし

越
こし

魚
ざかな

、正
しょう

月
がつ

魚
うお

とも呼
よ

ばれています。

東
ひがし

日
に

本
ほん

では主
おも

に「サケ」、西
にし

日
に

本
ほん

では主
おも

に

「ブリ」が用
もち

いられます。
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witter 始
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めました
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のごちそう
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Twitter	 ▶	https://twitter.com/fra_go_jp
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YouTube	 ▶	�https://www.youtube.com/channel/
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F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook、
Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeともども
よろしく

お願
ねが

いします。

ブリ

Twitter Facebook YouTube

サケ

ふーちゃんのトピックス

TopicsFu C h a n’s

SNSもチェックしてみてね

サケやブリのほかにも
タラ（青

あお

森
もり

）、子
こ

持
も

ちの
ナメタガレイ（三

さん

陸
りく

）を
年
とし

取
と

り魚
ざかな

として食
た

べる
地
ち

方
ほう

もあるわよ。

アカモク

エンドウモク

ヤツマタモク


